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説明

新たな企業誘致を図るために、工業用地等の基盤整備、企業立地の優遇

制度の創設などを進めるとともに、既存企業の活性化にむけて、経営診断

や商工業振興資金の融資制度などの活用促進、産学官や異業種交流等

による新技術・新製品開発、経営の近代化・強化などの取組を推進しま

す。

基本目標
基本目標基本目標
基本目標 賑わいと元気あふれるまちづくり【産業】

施策評価
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担当
担当担当
担当

部課名
部課名部課名
部課名

産業環境部

観光商工課

関連
関連関連
関連

部課名
部課名部課名
部課名

企業立地推進

課
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２ 企業の育成及び強化

３ 地場産業の活性化

１ 工業基盤の整備

洗練された独自の技術とこだわりを持っ

た地場産業など、蒲郡独自の製造業が

注目されています。

地域とともに歩み、蒲郡から世界を目指

す最先端技術を持った優良企業が育っ

ています。

４ 企業誘致
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工場立地法
工場立地法工場立地法
工場立地法の

のの
の適正
適正適正
適正な

なな
な運営(件)
運営(件)運営(件)
運営(件) 工場立地動向調査(

工場立地動向調査(工場立地動向調査(
工場立地動向調査(ha)

ha)ha)
ha) －

－－
－

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

工場立地法については、２件の届出を受理し、適正な運営を行った。

工場立地の動向については、平成２８年度には立地は実現しなかったが、企業から具体的な立

地を想定した相談を受けている状態であり、平成２９年度に立地が実現できるよう引き続き取り組

んでいく。

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価
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各種商工業団体補助金(千円)
各種商工業団体補助金(千円)各種商工業団体補助金(千円)
各種商工業団体補助金(千円)

企業再投資促進補助金(千
企業再投資促進補助金(千企業再投資促進補助金(千
企業再投資促進補助金(千

円)
円)円)
円)

大規模展示会共同出展事業
大規模展示会共同出展事業大規模展示会共同出展事業
大規模展示会共同出展事業

(社)
(社)(社)
(社)

商工業団体補助金は、製造業及び繊維業の主導団体に対して補助を行い、加盟事業所の連携

を深め、情報共有や課題解決のために取組む事業を支援した。企業再投資促進補助金につい

ては、市内で再投資を行った企業１社に対して補助を行った。当初目標を下回ったのは、補助

対象経費である投資額を企業が抑えた結果である。

展示会出展事業については、市内の製造業企業３社と大阪で行われた展示会への出展を通

じ、出展企業の販路拡大の支援を行った。

いずれも事業所の自主的な活動を支援する事業であり、継続的に取組む必要があると考える。
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テックスビジョンミカワ
テックスビジョンミカワテックスビジョンミカワ
テックスビジョンミカワ事業負担

事業負担事業負担
事業負担

金(千円)
金(千円)金(千円)
金(千円)

織物文化等普及事業(千円)
織物文化等普及事業(千円)織物文化等普及事業(千円)
織物文化等普及事業(千円) くらふとフェア

くらふとフェアくらふとフェア
くらふとフェア蒲郡開催(千円)

蒲郡開催(千円)蒲郡開催(千円)
蒲郡開催(千円)

施策
施策施策
施策の

のの
の体系項目
体系項目体系項目
体系項目 地場産業

地場産業地場産業
地場産業の

のの
の活性化
活性化活性化
活性化

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

テックスビジョンは、三河繊維産地及び繊維産業界の活性化に繋がる事業であるが、現状につ

いては課題を残している。手織体験教室は、市内小学校（平成23年度以降継続実施（28年度中

央小・三谷東小））、海陽学園、市民を対象とした募集型の教室、くらふとフェア蒲郡開催時等に

実施している。自ら一つの作品を作り上げる参加型の教室は好評価を得ており、「繊維のまち蒲

郡」「三河木綿」の普及に効果的だと考える。くらふとフェア蒲郡については、認知度も上がり、出

展希望者及び入場者ともに増加傾向にある。産業及び経済活性化への効果が評価できる事業

であり、今後も継続して開催したい。
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指標
指標指標
指標の
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の説明
説明説明
説明（
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（設定理由
設定理由設定理由
設定理由）

））
）

・ものづくり、繊維産業への関心度を計る。

・三河繊維産地、繊維のまち蒲郡への関心を

持っていただく機会を設け、地域産業資源の知

名度向上とブランディングを図る。

・三河木綿を使ったオリジナル作品を製作するこ

とで、地域ブランド「三河木綿」と、ものづくり文化

の普及を図る機会を創出する。

・参加者アンケートを実施。

指標
指標指標
指標の

のの
の分析
分析分析
分析

体験講座は、開催時期や内容を工夫する、集客力のあるイベント時に実施

することで、世代を問わず、市内外の多くの方に三河繊維産地を周知で

き、三河木綿の知名度向上に繋がる事業である。市内小学生等の三河木

綿体験教室では、種まきからオリジナルコースターの作成までを長期間に

渡り一環して学び、地場産業を体感しながらものづくりを学ぶ機会として好

評価を得ている。
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のの
の分析
分析分析
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出展希望者及び入場者ともに増加傾向にある。手織場や竹島クラフトセン

ターの活動の場、アンテナショップ夢織人の認知度向上の機会にもなって

いる。地場産業だけでなく、観光交流立市として観光産業にも相乗効果を

生み、みなとオアシスがまごおりを中心にした周辺一帯の賑わい創出にも

貢献している。
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からのからの
からの参考意見等

参考意見等参考意見等
参考意見等
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けた意見等
意見等意見等
意見等

手織体験教室
手織体験教室手織体験教室
手織体験教室でのアンケート

でのアンケートでのアンケート
でのアンケート結果

結果結果
結果

三河木綿認知度
三河木綿認知度三河木綿認知度
三河木綿認知度：42％
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：42％

初
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者者
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推移推移
推移 指標

指標指標
指標の

のの
の説明
説明説明
説明（

（（
（設定理由
設定理由設定理由
設定理由）

））
）

・くらふとフェアを通じて「三河織物」「三河木綿」

のPRをするとともに、広域からの来場者を増やす

ことで地域経済への波及効果を狙う。

・来場者の増加は、産業経済振興だけでなく、観

光交流立市として観光振興にも寄与する。
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件名
件名件名
件名 内容

内容内容
内容

地場産業の支援施策

テックスビジョンミカワ事業をは

じめ、市の基幹産業である繊

維産業振興事業の多くは継続

して実施している。しかしなが

ら業界は依然厳しい状況にあ

り、後継者不足や事業承継問

題などの課題は現状の支援策

だけでは根本的な解決には至

らないと思われる。

平成２７年度以降、地方創生交付金を

活用し、事業者が自立性を持って経営

革新に取組むことを促がす支援事業を

展開している。事業者の経営意識の変

化が後継者の育成及び事業承継の促

進に繋がると考える。

課題解決に直結する事業の実施は困

難であるが、団体支援でのブランディン

グ化の促進と頑張る事業者への個別支

援で販路拡大促進を図る。

施策や支援のあり方については毎年検

証し、より効果的な支援方法を探る。

地域産業資源のブラン

ディング

地域ブランドでもある「三河木

綿」をはじめ、愛知県による地

域産業資源の認定を進めてい

るが、上手く利活用されていな

い。

地域産業資源を活用した事業

者の事業展開を促がすために

も、地域ブランド化を推進する

必要がある。

手織体験教室、小学校での三河木綿

体験教室は、繊維のまち蒲郡の普及と

ものづくり文化の普及に有効な施策とし

て継続して実施していく。

地域ブランドの知名度向上とブランディ

ングの推進に意識的に取り組み、地域

産業資源を活用する個々の事業者の

取り組みを地域で後押しする。しかしな

がら、事業者及び業界団体の事業意欲

に沿い、連携体制の下で推進する必要

があり、具体的な手法についても研究

が必要である。



施策
施策施策
施策の

のの
の進
進進
進め
めめ
め方
方方
方 Ｂ：一部見直しが必要である。

課長評価
課長評価課長評価
課長評価

テックスビジョンミカワ事業をはじめとする地場産業、特に繊維業界への補

助のあり方については、より具体的な目標を定め積極的な活動を行う事業

者へ個別に補助をするなど、支援方法を見直す時期にある。平成27年度

からは、販路拡大事業費補助事業を実施し、個別事業所の販路拡大に資

する取り組みを支援しており、その効果を検証しながら事業者の自立性と

経営革新を促がしたい。

国の施策方針でもある、「地域ブランドを活用した地域活性化」は繊維産業

の再興に有効であると期待できる。地域産業資源のブランディングを推進

する必要があるが、事業者と市が同調連携することが必須で、豊富な資源

が多数ある当市においては、具体的な事業手法をよく検討する必要があ

る。

くらふとフェア蒲郡については、平成27年度から開催場所を変更したが、

他イベントと連携することで賑わいが増し、相乗効果がうまれている。運営

については今後も改善を重ねる必要があるが、知名度も高まり、順調に推

移している。

施策
施策施策
施策の

のの
の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

部長評価
部長評価部長評価
部長評価

地場産業である繊維業界は、世界的な価格競争により厳しい状況にある

が、産学連携して新技術の開発・高品質化することで地域ブランド化し、他

地域との差別化を図ることにより新たな販路を開拓することが重要である。

そのためには、販路拡大事業の施策を活用し、テックスビジョンミカワを始

め展示会に出展することで、技術力を発信し地域活性化を図ることが重要

と考える。

◆
◆◆
◆施策評価
施策評価施策評価
施策評価

構成事業
構成事業構成事業
構成事業の

のの
の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｂ：おおむね計画どおり進行している。



事務事業一覧

2-3 企業立地推進課 36 企業誘致促進事業 14,988 18,882 2.80 Ｂ カ オ Ｂ 2 ×

2-3 企業立地推進課 37 企業用地造成事業 7,819 17,361 2.20 Ｂ エ エ Ｂ 2 ○

2-3 観光商工課 258 各種商工団体補助事業 410 907 0.15 Ｂ オ オ Ｂ 2 ×

2-3 観光商工課 259 愛知県産業立地推進協議会等負担事業 15 242 0.05 Ｂ オ オ Ｂ 2 ×

2-3 観光商工課 260 織物文化等普及事業 130 1,677 0.28 Ｂ カ オ Ｂ － ×

2-3 観光商工課 262 くらふとフェア蒲郡 2,252 1,919 0.33 Ｂ オ オ Ｂ － ○

2-3 観光商工課 263 奨励措置対象事業奨励金事業 218 242 0.05 Ｃ オ オ Ｃ 2 ×

2-3 観光商工課 264 商工会議所運営支援事業 6,200 1,793 0.27 Ｂ オ オ Ｂ 2 ×

2-3 観光商工課 265 商工会議所事業等支援事業 4,776 1,192 0.18 Ｂ オ オ Ｂ 2 ×

2-3 観光商工課 266 テックスビジョンミカワ事業 3,700 1,097 0.17 Ｂ オ オ Ｂ － ×

2-3 観光商工課 267 地場産業需要開拓支援事業 900 686 0.10 Ｂ オ オ Ｂ 2 ×

2-3 観光商工課 268
ミカワテキスタイルネット
ワーク事業

500 686 0.10 Ｃ オ オ Ｂ 2 ○

人件費（参考）

（千円）
総合
計画

所管課 番号 事　　業　　名
人件費を除く

事業費(千円)

実施
計画

人工 評価
（担当者）

事業の
種別

新規
事業

達成
状況

市長ﾏﾆ
ﾌｪｽﾄ


